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　人口の動き

一2月1目現在一一
男5．176（一1）

女5．257（＋7）

計10，433（＋6）

世帯数2．355（＋2）

（）内は前月との比較
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“
予
算
編
成
を
迎
え
て
〃

　
毎
年
予
算
編
成
時
期
に
な
る
と
、
国
も
、
県
も
、
市
町
村

も
、
同
じ
よ
う
な
言
葉
が
く
り
返
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
ま
た
、
前
年
に
ま
け
な
い
ほ
ど
き
び
し
く
、
苦
し

い
予
算
編
成
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
国
の
予
算
案
が
二
十
一
兆
二
千
八
百
八
十
八
億
と
決
ま
り

前
年
に
比
べ
て
二
十
四
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ
と
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
町
で
も
予
算
編
成
作
業
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
国
の
方
針
が
公
共
事
業
総
需
要
抑
制
を
堅
持
し
て

い
ま
す
の
で
、
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
予
算
編
成
は
、
一
般
家
庭
予
算
と
同
様
に
、
自
由
に
使
え

る
財
源
に
は
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
を

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
町
債
（
借
金
）
ヒ
依
存
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
で
は
、
む
や
み
に
町
債

を
認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
勢
い
事
業
の
面
に
し
わ
よ
せ

が
き
ま
す
。

　
予
算
の
中
で
も
、
人
件
費
な
ど
、
ど
う
し
て
も
必
要
と
す

る
経
費
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
財
政
は
ま
す
ま
す

硬
直
化
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
財
源
の
重
点
的
配
分
に
つ
と

め
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
要

望
も
年
々
多
種
多
様
に
な
っ
て
お
り
、
投
資
的
経
費
の
充
実

を
図
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
消
費
的
経
費
を
最
少
限
に

お
さ
え
、
均
衡
の
と
れ
た
予
算
と
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
各
課
よ
り
の
昭
和
五
十
年
度
予
算
要
求
総
額
は
、
約

十
六
億
一
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
予
算
額
九
億
八
千
七
百

万
円
に
比
べ
て
、
六
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
率
と
な
り
ま

し
た
。

　
流
動
す
る
社
会
を
直
視
し
な
が
ら
「
反
省
を
加
え
、
町
独

自
性
に
富
ん
だ
第
二
次
総
合
開
発
計
画
第
二
年
目
の
事
業
を

基
調
と
し
て
、
健
全
に
し
て
効
力
的
な
予
算
編
成
に
努
力
を

し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
〔
企
画
室
長
〕
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正
し
い
土
地
利
用
と
　
　
　
　
一

　
　
「
ー
　
値
上
が
り
防
止
を
ね
ら
っ
て

国
土
利
用
計
画
法
が
ス
タ
i
卜

　
去
る
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
、
国
土
利
用
計
画

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
さ
さ
か
耳
な
れ
な
い
法
律
で
す
が
こ
れ
は
、

国
土
の
計
画
的
な
利
用
を
は
か
っ
て
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
と
、
豊
か
な
産
業
基
盤

㎜
磁
譲

駒
画

・
工
甘
層
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．
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　　　凄巣地域

を
築
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
土
地
の
取
引
き
に
つ
い
て
の
規

制
を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
皆
さ
ん
と
も

関
係
深
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

計
画
の
要
旨

e
土
地
の
使
い
方

　
の
混
乱
を
防
ぎ
、

　
正
し
い
土
地
利
用

　
を
進
め
る
。

⇔
地
価
の
値
上
が

　
り
を
防
止
す
る
と

　
と
も
に
、
正
し
い

　
土
地
利
用
の
た
め

　
に
、
土
地
の
取
引

　
き
を
規
制
す
る
。

日
遊
ん
で
い
る
土

　
地
を
積
極
的
に
活

　
用
す
る
。
な
ど
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

▲
売
買
の
と
き

　
は
届
出
を

こ
の
法
律
に
ょ
っ

て
、
以
後
定
め
ら
れ

た
広
さ
以
上
の
土
地

の
売
買
な
ど
の
契
約

を
す
る
と
き
は
、
売

り
人
、
買
い
人
と
も

　
届
出
が
必
要
な
面
積
は
、
市
街
化
区

域
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
都
市

計
画
区
域
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、

都
市
計
画
区
域
以
外
（
当
町
な
ど
）
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
す
。

▲
取
引
き
に
許
可
が
必
要
な

　
と
き
も

売
買
の
予
定
価
格
や
、
利
用
目
的
を
、

町
を
通
じ
て
県
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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将
来
の
値
上
が
り
を
期
待
し
て
、
土

地
取
引
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
と
か
、

地
価
の
値
上
が
り
が
激
し
く
な
る
、
と

い
っ
た
場
合
、
県
知
事
が
区
域
や
期
間

を
定
め
て
、
取
引
き
の
許
可
制
を
と
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
許
可

申
請
書
を
町
を
通
じ
て
県
知
事
に
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場

企
画
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

老
人
医
療
費
に

五
百
万
円
を
追
加

　
　
　
　
　
有
線
自
動
化
請
願
も
採
択

　
先
月
二
十
四
日
に
、
昭
和
五
十
年
の

初
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
に
開
会
し
、
恒
例
の
町
長

及
ぴ
議
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
の
ち
、
議
案
審
議
を
行
い
、
午
後
一

時
近
く
閉
会
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
提
案
さ
れ
た
も
の
は
、
税
条

例
の
一
部
改
正
や
、
一
般
会
計
ほ
か
二

特
別
会
計
の
補
正
、
十
二
月
議
会
で
出

さ
れ
た
請
願
の
審
査
な
ど
で
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
改
正
さ
れ
た
税
条
例
の
内
容
は
、
電

気
税
の
税
率
現
行
百
分
の
六
を
、
百
分

の
五
に
、
ガ
ス
税
の
税
率
百
分
の
五
を

百
分
の
四
に
改
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
ガ
ス
税
は
当
町
に
関
係

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
消
費
し

納
税
し
て
い
る
電
気
税
は
、
今
ま
で
よ

り
安
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
電
気
料
の

ア
ッ
プ
や
、
免
税
点
の
引
上
げ
な
ど
が

か
ら
み
、
実
際
各
家
庭
が
納
め
る
電
気

料
に
は
、
ほ
と
ん
ど
減
額
は
み
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
と
の
係
の
話
で
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
四
度
目
の
補
正
で
す

一
千
七
百
十
六
万
二
千
円
を
追
加
し
て

総
額
は
、
十
四
億
二
千
六
百
五
十
五
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
大
き
な
も
の
と
し
て
は
、
農

村
総
合
整
備
係
新
設
に
と
も
な
う
経
費

＊
新
設
の
農
村
総
合
整
備
係
＊

五
十
年
度
中
に
計
画
認
定
を
め
ざ
す

　
農
村
は
今
ま
で
、
農
業
生
産
の
場

と
し
て
、
生
産
面
の
み
を
重
点
と
し

た
諸
施
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
生
産
基
盤
の
整
備
だ
け
で
、

農
村
は
豊
か
に
な
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
農
民
の
生
活
の
場
で
も
あ
つ
て
、

都
会
と
同
様
に
、
明
る
い
便
利
な
生

活
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
は
、
全
国
の
農
村
四

百
市
町
村
を
選
定
し
、
農
村
を
総
合

的
に
整
備
す
る
、
い
わ
ゆ
る
農
村
総

合
整
備
計
画
を
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。

す
で
に
本
県
で
も
十
二
地
区
が
そ
の

選
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
選
定
を
受
け
る
と
、

一
地
区
当
た
り
四
年
間
で
、
お
よ
そ

十
億
円
く
ら
い
の
事
業
が
、
国
県
費

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
事
業
は
、
基
盤
整

備
や
生
活
環
境
の
改
善
、
道
路
網
の

整
備
な
ど
、
町
で
行
う
事
業
の
ほ
と

三
十
万
円
、
老
人
医
療
費
扶
助
五
百
十

二
万
九
千
円
、
道
路
除
雪
関
係
の
六
百

七
十
五
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
ほ
か
、
国
県
補
助
事
業
の
精
算
的
な

補
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
国
保
事
業
勘
定
が
三

回
目
、
簡
易
水
道
会
計
が
四
回
目
の
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、

産
業
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た

農
協
有
線
放
送
電
話
自
動
化
助
成
に
関

す
る
請
願
は
、
副
委
員
長
報
告
ど
お
り

採
択
に
決
定
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

ん
ど
が
取
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
、
範

囲
の
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
の
認
定
を
受

け
総
合
的
に
環
境
を
整
備
し
た
い
と

い
う
考
え
の
も
と
に
、
こ
の
ほ
ど
計

画
策
定
の
た
め
の
係
を
新
設
し
ま
し

た
。

　
目
標
と
し
て
は
、
五
十
年
度
中
に

計
画
の
認
定
を
受
け
、
五
十
一
年
度

か
ら
事
業
を
実
施
し
た
い
考
え
で
す

　
な
お
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
各

分
野
か
ら
よ
り
よ
い
構
想
を
ま
と
め

る
た
め
、
次
の
職
員
を
委
嘱
し
て
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
南
雲
守
、
保
坂
国
夫
、
須
藤
良
平

富
井
相
四
郎
、
須
藤
秀
雄
、
星
名
四

郎
、
高
橋
英
雄
、
高
橋
已
一
、
南
雲

直
秀
、
小
川
広
一
、
丸
山
惣
吉
、
大

塚
甚
一
、
水
品
幸
一
、
小
海
正
隆
、

大
平
剛
士
、
押
木
久
之
、
小
川
靖
夫

高
橋
博
行
、
南
壷
豆
川
、
登
坂
隆

　
　
　
〔
以
上
二
十
名
〕

こ
の
自
動
化
は
、
本
年
五
～
六
月
に
か

け
て
工
事
を
行
い
、
七
月
末
に
は
完
成

し
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

50
年
度
の
農
業
賃
金

　
町
の
農
業
賃
金
が
、
四
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
男
子
　
一
日
三
、
五
〇
〇
円

　
女
子
　
一
臼
　
昌
、
八
O
O
円

※
標
準
賃
金
で
す
の
で
、
地
区
の

　
事
情
等
で
変
更
も
あ
り
ま
す
。
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◎国保事業会計156，727－140，925＝15，802

保険給付費
　124，936　　（88．8）

　
5

出
2

　
の

歳
鱗

県支出金35（0．1）

他会計繰入金6，000
　　　　　　　（5．8）

　　その他収入
　　　1，506（α9）

　　繰越金
　　　2，（四（↑5）

（跡
1繕費

保険施設費
　　5，846（4．1）

料手数料

　　　国庫支出金

積立金訂5（0．1）

諸支出金125（α1）

　　　　公債費30（0．1）

　　　　　　　　　　　朔

保険料
46，746（298）

　
7

入
雅

　
6

歳
万

国庫支出金
　100，391（64。1）

◎国保施設会計59205・一58，299＝906

繰入金
4，265

　（10．9）
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（）内＝構成比％

◎仙田へき診会計Z188－8，610＝△1，422

醤
切

繰
L
O

勿
％

県支
出金

1，018
（14．2）

診療収入4，624（64．5）

叢
魑
烈

雛
灘

鰻1撒燃へ㌧㍉牒
襲屡、蒸、、灘1

騰魚羅無鍵

驚灘灘難藷零響

難舞鍛撫懸i

◎歯科診会計　11，480－9，640＝1，840

　
か

入
⑩

収
諸
四

繰越金
1，178
（10．2）

診療収入10，223（891）

陛斐f・》：莞鎚滋5こ

蓬匿業費、藁三

・繰1，145藷；
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総
合
開
発
計
画
概
要
1
2

節
黒
城

観
光

●
●

　
　
産
業
の
振
興

⇔
商
工
業

川
酉
ダ
ム
な
ど
を

レ
ク
の
拠
点
に

（
続
）

　
　
　
　
等
の
、
地
場
産
業
の
振
與
を
あ
わ
せ

　
消
費
生
活
の
増
大
す
る
中
で
、
高

ま
る
購
買
力
を
、
町
外
に
分
散
さ
せ

な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
町
商
工
会
の
組
織
強
化
と
と
も
に

経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
、
協
業
化

及
ぴ
共
同
仕
入
れ
な
ど
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
、
町
外
の
顧
客
を

誘
導
す
る
。
関
連
し
て
駐
車
場
の
造

成
を
検
討
す
る
。

　
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
大
企

業
の
誘
致
は
む
ず
か
し
い
。
青
年
層

か
ら
高
年
層
ま
で
、
幅
広
く
雇
用
可

能
の
企
業
を
誘
致
し
、
地
域
発
展
の

起
動
力
と
す
る
。

　
繊
維
、
食
品
製
造
業
及
ぴ
建
設
業

福
祉
の
充

環
境
整
備

三
、
社
会
開
発

　
町
の
平
均
所
得
は
、
県
民
所
得
の
六

十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。
六
十
年
に

は
、
県
平
均
と
す
べ
く
全
産
業
の
振
輿

を
は
か
る
。

　
生
活
時
間
も
年
々
余
裕
が
あ
ら
わ
れ

て
き
て
お
り
、
今
後
は
、
増
大
す
る
余

暇
利
用
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
は
じ
め
、
生
活
関
連
施
設
な
ど

の
整
備
に
っ
と
め
る
。

　
て
推
進
す
る
。

〔
日
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
町
に
お
け
る
今
後
の
観
光
、
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
型

　
及
ぴ
郊
外
型
レ
ジ
ャ
ー
基
地
と
さ
れ

　
る
。
自
然
と
水
を
生
か
し
た
自
然
休

　
養
村
的
発
想
を
核
と
し
、
体
力
づ
く

　
り
も
か
ね
た
通
年
性
の
高
い
も
の
と

　
す
る
。
具
体
的
に
は
、
①
節
黒
城
跡

　
と
川
西
ダ
ム
、
千
手
城
跡
と
二
六
公

　
園
及
ぴ
庄
司
山
を
中
心
と
し
た
中
部

　
丘
陵
圏
、
②
渋
海
川
流
域
圏
、
③
冬

　
期
の
ス
キ
ー
を
考
え
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
温
泉
資
源
に
つ
い
て
も
、

　
調
査
開
発
を
進
め
る
。

実
と

を
重
点
的
に

　
な
お
、
生
活
環
境
の
整
備
と
、
社
会

福
祉
の
充
実
が
、
直
接
住
民
生
活
に
も

結
ぴ
つ
く
も
の
で
あ
る
が
、
児
童
福
祉

社
会
教
育
施
設
、
総
合
体
育
施
設
の
整

備
を
行
う
と
同
時
に
、
人
間
尊
重
の
た

て
ま
え
か
ら
、
医
療
機
関
の
整
備
、
上

下
水
道
の
普
及
拡
大
な
ど
を
重
点
的
に

推
進
す
る
。

e
保
険
医
療

　
　
医
療
費
支
払
い
の
増
高
が
め
だ
っ

　
て
い
る
が
、
病
人
の
い
な
い
明
る
い

　
健
康
な
家
庭
づ
く
り
の
た
め
、
医
療

　
機
関
と
協
力
し
、
健
康
保
持
増
進
に

　
つ
と
め
る
。

　
　
無
医
地
区
の
巡
回
診
療
、
へ
き
地

　
看
護
士
の
配
置
、
保
健
医
薬
品
の
配

　
布
、
定
期
健
康
診
断
な
ど
を
統
一
的

　
に
運
用
す
る
。

⇔
環
境
衛
生

　
　
ご
み
、
し
尿
処
理
及
ぴ
火
葬
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
と
の
一
部

　
事
務
組
合
設
立
に
よ
り
、
一
応
の
処

　
理
体
系
は
整
備
さ
れ
た
。

　
　
今
後
は
、
処
理
能
力
の
向
上
と
合

　
理
化
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
下
水
溝
の
整
備
や
、
小
河
川
の
汚

　
れ
な
ど
も
常
に
監
視
し
、
生
活
環
境

　
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
つ
と
め
る
。

㊧
上
下
水
道

　
　
水
利
用
の
増
大
は
、
現
有
施
設
の

　
み
で
は
満
た
す
こ
と
が
困
難
と
な
る

　
　
将
来
は
、
全
域
に
わ
た
る
水
道
体

　
制
を
確
立
す
る
必
要
も
あ
り
、
広
域

　
的
な
視
野
か
ら
、
総
合
的
な
利
水
計

　
画
の
樹
立
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
下
水
道
に
つ
い
て
も
、
生
活
水
準

　
の
向
上
か
ら
、
整
備
の
必
要
が
考
え

　
ら
れ
る
の
で
、
地
域
の
実
状
に
即
し
．

　
て
実
施
す
る
。

四
児
童
福
祉

　
　
健
康
な
人
は
す
べ
て
就
労
と
い
う

　
現
在
、
日
常
保
育
に
欠
け
る
児
童
が

　
多
く
な
っ
て
い
る
。
百
パ
ー
セ
ン
ト

　
保
育
を
目
標
に
、
保
育
所
の
増
設
を

　
進
め
る
。

㈲
老
人
福
祉

　
　
老
人
に
明
る
い
、
生
き
が
い
の
あ

鑛

囎
灘
鱒

49年11月に完成した、十日町市川西町衛生施設組合のごみ
焼却場　　　焼却能力1日60‘

　
る
生
活
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
老
人

　
福
祉
相
談
員
、
家
庭
奉
仕
員
、
老
人

　
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
健
康
診
断
な
ど
を

　
お
り
ま
ぜ
、
主
要
地
区
に
集
会
所
の

　
建
設
を
促
進
す
る
。

〔
W
　
心
身
障
害
者
の
福
祉

　
　
医
療
、
労
働
、
教
育
な
ど
と
総
合

3年間でおよそ”億5，000万の事業費（社会開発）実施計画

（単位：千円）

的
な
連
携
の
も
と
に
、
精
神
衛
生
、

公
衆
衛
生
の
推
進
と
、
衛
生
思
想
を

徹
底
し
、
心
身
障
害
者
の
早
期
発
見

早
期
治
療
を
行
う
。

　
な
お
、
保
護
施
設
に
収
容
す
べ
き

人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
失
し

な
い
よ
う
適
切
な
処
理
を
講
ず
る
。

事　業　種　目

および名称

概　算

事業費

（ろ力年間）

施　行　年　度　内　訳 財　　　源　　　内　　　訳　　（3力年間）

第》年度
（昭和49年）

第二年度
（昭和50年）

第三年度
（昭和51年）

参　考
（52～53）

国庫補助 県費補助
町　　　負　　担　　　額

その他
計 一般財源 特定財源 起　債

社
　
　
　
　
会
　
　
　
　
開
　
　
　
　
発

児童福祉 77，491 17，155 45，988 14，348 28，696 35，336 7，675 34，480 22，480 12，000

老人福祉 78，070 25，790 26，140 26，140 52，280 2，160 75，910 17，835 58，075

医療対策 144，000 45，000 48，000 51，000 106，000 144，000 144，000

へぎ地医療対策 31，770 9，550 10，910 11，310 25，170 3，315 28，455 6，019 22，436

疾病予防対策 15，028 5，618 4，680 4，730 5，200 1，367 13，185 9，347 3，838 476

母子対策 24，030 7，360 8，320 8，350 16，720 4，431 19，599 9，379 10220

環境衛生 52，582 21，192 16，040 15，350 29，700 52，122 52，122 460

公害対策 1，505 55 1，350 100 200 1，505 1，505

水　　　　道 221，500 94，310 77，190 50，000 40，000 46，400 131，200 131，200 43，900

文教施策 506，703 111，803 185，400 209，500 318，450 79，310 650 425，743 218，743 207ρ00 1，00ρ

合　　　　計 ，152，679 337，833 424，018 390，828 622，416 161，046 19，598 926，199 337，430 238，569 350，200 45，836
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必逡
拶

・

”
，
貿
も

　
　
　
　
勿吻

”
7

耀
勿

　
　
拶

珍纏

米寿8人にお祝い
　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
例
年

こ
の
時
期
に
、
八
十
八
歳
の
長
寿
者
に

記
念
の
座
ぷ
と
ん
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
明
治
二
十
一
年
生
ま
れ
の
方
々
で

次
に
ご
紹
介
の
八
人
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
を
訪
問
し
、
町
長

か
ら
「
な
が
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
の

こ
と
ば
を
そ
え
て
座
ぷ
と
ん
が
手
わ
た

さ
れ
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
目
を
し
ょ

ぼ
つ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
高
橋
ト
メ
・
田
中
町
、
世
帯
主
豊
治

　
数
膝
忠
吉
・
発
電
所
通
、
〃
　
三
郎

　
相
崎
由
松
・
沖
立
、
　
　
〃
　
寅
松

　
星
名
ゲ
ン
・
伊
友
、
　
　
〃
由
太
郎

　
清
水
　
料
・
下
平
新
田
、
〃
　
朝
次

　
木
村
広
太
郎
・
室
島
、
　
〃
　
作
治

　
田
村
元
吉
・
赤
谷
、
　
　
〃
　
幸
栄

　
高
橋
元
吉
・
大
白
倉
、
　
〃
　
富
治

老
齢
年
金
受
給
者
は

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
〃

今
月
十
五
日
ま
で

　
年
金
の
支
払
い
は
、
年
四
回
（
通
算

老
齢
年
金
は
年
二
回
）
の
支
払
い
期
ご

と
に
、
皆
さ
ん
が
希
望
し
た
銀
行
や
、

郵
便
局
へ
自
動
的
に
送
金
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
、
引
続
い
て
支
払

い
す
る
た
め
に
は
、
受
給
者
で
あ
る
皆

さ
ん
の
現
況
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
昭
和
四
十
九
年

二
月
十
五
日
以
前
か
ら
、
老
齢
年
金
ま

た
は
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

方
に
限
り
、
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
受
給
一
年
未
満
の
方
は
、
現
況
届

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　
現
況
届
の
用
紙
（
郵
便
ハ
ガ
キ
）
は

先
月
中
旬
ご
ろ
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直

接
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
送
付
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
送
付
さ
れ
た
用
紙

は
、
役
場
の
住
民
係
に
持
参
し
、
町
長

の
証
明
印
を
受
け
、
さ
ら
に
十
円
切
手

を
は
っ
た
う
え
で
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

　
提
出
期
限
は
、
二
月
十
五
日
で
す
か

ら
、
そ
れ
ま
で
に
届
が
な
い
と
、
六
月

以
降
の
年
金
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
木
村
さ
ん

　
去
る
十
二
月
十
五
日
付
で
、
仁
田
の

木
村
正
吉
さ
ん
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人

～＊（》＊～＊～＊～＊（》＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊

大
和
伸
管
所

操
業
を
開
始

　
株
式
会
社
大
和
伸
管
所
が
橘
地
区

に
進
出
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た

の
は
、
咋
年
三
月
の
こ
と
。

＝＝操業

す
る
と
、
ま
だ
か
な
り
不
足

し
て
い
る
が
、
景
気
の
動
向

な
ど
か
ら
と
り
あ
え
ず
は
、

こ
の
人
た
ち
か
ら
頑
張
っ
て

も
ら
う
予
定
と
の
こ
と
。

　
最
近
の
不
景
気
は
、
こ
こ

で
も
大
き
く
ひ
ぴ
い
て
い
る

ら
し
い
。

　
こ
の
会
社
は
、
非
鉄
金
属
の
黄
銅

管
や
銅
管
を
生
産
す
る
も
の
で
、
橘

工
場
で
は
そ
の
一
部
門
、
シ
ン
チ
ュ

ウ
管
の
製
造
を
主
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
製
品
は
、
一
部
輸
出
さ

れ
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
が
国
内
で
弱
．

い
て
、
同
社
の
山
本
常
務
は
、
　
　
　
～

、
「
霞
覚
悟
の
う
え
で
あ
り
、
苦
に
畔

し
て
い
な
い
。
雪
の
中
で
も
本
社
と
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

の
連
絡
、
輸
送
が
順
調
で
喜
ん
で
い
＊

る
．
景
気
が
沈
滞
し
て
い
る
た
め
、
籾

当
初
計
画
し
た
生
産
活
動
が
で
き
ず
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
念
で
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
は
じ
っ
～

と
耐
え
、
回
復
を
待
ち
た
い
．
．
鱗

　
特
に
こ
の
町
の
人
た
ち
の
働
き
ぶ
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

鶴
ど
賜
驚
離
鴇
帖
鯵
糊

　
従
業
員
と
も
ど
も
、
こ
の
町
の
振
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
の
た
め
に
も
努
力
し
た
い
。
」
と
～

熱
意
の
ほ
ど
を
ひ
れ
き
し
て
く
れ
た
．
畔

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
向
う
三
か
年
間
お
骨
お
り
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
町
で

は
、
木
村
さ
ん
と
、
小
根
岸
の
小
海
八

太
郎
さ
ん
が
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
な
人
権
を
擁
護
し
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
や
、
高
揚
を
は

か
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す

が
、
次
の
よ
う
な
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
気
軽
に
お
出
出
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
か
つ
絶
対
に
他
に

も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
ど
う
ぞ
。

　
「
私
的
制
裁
、
人
身
売
買
、
村
八
分

教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
犯
、
強
制
圧

迫
、
酷
使
虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権

の
侵
犯
、
そ
の
他
お
困
り
の
問
題
」

香
典
返
し
三
件

　
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
て
て
、

三
件
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
室
島
の
川
崎
辰
平
さ
ん
か
ら
、
咋
年

十
二
月
六
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
与
太

郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
。

※
越
ケ
沢
の
小
川
熊
治
さ
ん
か
ら
、
同

じ
く
十
二
月
十
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
兄

善
吉
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円

※
中
島
町
の
小
林
重
さ
ん
か
ら
、
先

月
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
直
三
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
。

結
婚
を
記
念
し
て

平
野
さ
ん
か
ら
二
万
円

　
上
町
の
平
野
正
晴
さ
ん
か
ら
、
結
婚

を
記
念
し
て
、
二
万
円
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
町
で
は
総
合
セ
ン
タ
ー
の
備

品
購
入
に
あ
て
た
い
考
え
で
す
。
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所
得
税
・
住
民
税
な
ど
の
申
告

　
昭
和
四
十
九
年
分
の
、
所
得
税
の
確

定
申
告
と
、
事
業
税
及
ぴ
住
民
税
の
申

告
期
限
は
、
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
い
ず
れ

の
窓
口
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
お
ち
つ

い
て
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時

間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま

ー
川
西
幼
稚
園
ー

　
園
児
を
募
集

せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

　
昨
年
の
よ
う
に
、
所
得
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
事
業
税
や
住
民
税
の
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

以
外
の
方
及
ぴ
事
業
税
に
該
当
す
る
方

で
、
所
得
税
の
申
告
の
必
要
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
住
民
税
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戸
籍
の
は
な
し

　
四
月
入
園
の
川
西
幼
稚
園
児
を

次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
対
象

　
ω
五
歳
児
（
昭
和
四
十
四
年
四

　
　
月
二
日
～
四
十
五
年
四
月
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
）

　
　
で
あ
る
こ
と
。

　
⑧
町
全
域
を
対
象
と
す
る
が
、

　
　
年
間
通
園
可
能
の
児
童
で
あ

　
　
る
こ
と
。
　
（
例
年
は
、
千
手

　
　
小
学
校
の
通
学
区
域
だ
け
と

　
　
な
っ
て
い
る
。
）

※
手
続
き

　
①
決
め
ら
れ
た
入
園
願
書
に
、

　
　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場

　
　
内
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　
⑧
提
出
期
限
は
二
月
末
日
で
す

　
③
願
書
は
、
役
場
の
窓
口
に
備

　
　
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

　
　
用
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

　
身
分
関
係
や
相
続
関
係
、
あ
る

い
は
、
海
外
渡
航
の
際
の
国
籍
証

明
な
ど
に
、
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

は
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
謄
本
あ
る
い
は
抄
本
は
、
本
籍

地
の
役
場
に
請
求
し
ま
す
が
、
郵

便
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
手
数
料
は
、
現

金
書
留
か
定
額
小
為
替
で
送
金
さ

④

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
謄
本
・
抄
本
の
手
数
料
は
、
用

紙
一
枚
に
つ
き
七
十
円
で
す
。

　
ま
た
、
本
籍
、
筆
頭
者
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
り
、
ま
ち
が
っ
て
い

た
り
す
る
と
、
戸
籍
が
み
つ
か
ら

ず
、
謄
・
抄
本
が
作
成
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
自
分
の
戸
籍
の
本
籍
と

筆
頭
者
を
ま
ち
が
わ
ず
に
書
い
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
上
野
・
高
橋
実
、
O
元
町
・
田
畑
基

徳
、
O
下
平
新
田
・
西
山
五
郎
、
〇
三

領
・
水
品
正
一
郎
、
O
小
根
岸
・
小
海

金
一
郎

〔
橘
地
区
〕

O
寺
ケ
崎
・
藤
巻
敏
志

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
一
月
分
】

△
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
半
藤
政
三
（

東
善
寺
）

△
主
な
入
手
品
　
薬
研

納
税
相
談
は
五
日
間

　
　
　
忘
れ
ず
に
お
出
掛

　
　
　
け
を
〃

　
例
年
の
よ
う
に
、
所
得
税
に
つ
い
て

は
、
納
税
相
談
日
を
設
け
、
直
接
申
告

指
導
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
、
忘
れ
ず
に
お
出
謝
け
く
だ
さ
い
。

※
期
間

　
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
及
ぴ

　
三
月
六
日
か
ら
七
日
ま
で
の
五
日
間

※
会
場

　
総
合
セ
ン
タ
ー
を
予
定

　
相
談
に
お
い
で
の
際
は
、
自
分
で
記

入
で
き
る
部
分
は
、
あ
ら
か
じ
め
記
入

し
、
待
時
間
の
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、
税
務
署
な
ど
の
各
窓
口
で

は
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

　
　
庁
内
人
事

▽
配
置
替
え
／
一
月
二
十
五
日
付

東
京
の
小
林
さ
ん
か
ら

　
　
広
報
に
と
五
千
円

　
東
京
、
巣
鴨
信
用
金
庫
に
お
つ
と
め

の
小
林
荘
平
さ
ん
（
仙
田
出
身
）
か
ら

こ
の
ほ
ど
町
長
に
あ
て
て
、
広
報
発
行

の
一
助
に
と
、
五
千
円
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
小
林
さ
ん

は
、
町
に
工
場
誘
致
第
一
号
（
ハ
リ
マ

ヤ
）
の
仲
介
の
労
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
で
す
。

一
＝
＝
＝
繭
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
E
E
＝
＝
一
＝
≡
＝
轍
＝
＝
一
＝
疇
＝
一
＝
一
＝
h
巨
＝
匡
巨
一
」
＝
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
・
金
崎
慎
之
介

鰻
辱
農
地
係
長
垂
鎌
馨
貌
㎜
　
　

新
し
い
嘱
託
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
O
　
●

〔
千
手
地
区
〕

○
中
島
町
・
遠
田
正

野
上
由
二

〔
上
野
地
区
〕

－
－
－
②

一
、
○
東
善
寺
・

ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
に
ご
注
意
を
〃
”

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
や

ま
っ
た
給
油
を
さ
れ
る
と
、
故
障
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
所
有
機
械
に
ど
れ

を
使
用
す
る
の
か
、
今
か
ら
確
か
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
不
明
の
と
き
は
、

給
油
所
、
機
械
店
な
ど
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

σb

顯
σb

雛
σb

雛
平
野
正
晴

小
海
ユ
ミ

五
＋
嵐
勉

遠
藤
幸
子

小
野
塚
昇

佐
藤
悦
子

太
田
　
恵

上
村
真
由
美

星
名
　
徹

純英米喜利幸猛廣
一夫造一治雄

長長長長長二長長
舅女女男男女男男

元
町

中
仙
田

中
央
町

原
　
田

納
税
メ
モ

　
環
境
汚
染
防
止
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
今
月
か
ら
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
、
有
鉛
と

の
混
合
、
有
鉛
、
高
速
有
鉛
と
い
っ
た

区
分
で
給
油
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
林
業
機
械
も
こ
の
区
分
が
適
用
さ

上
町

＋
日
町
か
ら

野
口

山
梨
か
ら

中
央
町

仙
台
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高藤高小
橋巻橋川

奈美里晴
歩雪奈美

登
坂
光
一
朗

清
水
里
美

茂嚢猛灘嬰

長長長二長長
女男女女女女

寺岩神塩元赤
ケ　 社
崎瀬町辛町谷

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を

三
月
一
日
か
ら
、
二
十
日
ま
で
行

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
課

税
す
る
固
定
資
産
税
の
、
課
税
標

準
額
や
、
評
価
格
等
に
つ
い
て
ご

覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
縦
覧
の
結
果
、
課
税
台
帳
の
記

載
事
項
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る
場

合
は
、
同
月
三
十
日
ま
で
に
審
査

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
税
務
課
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

長
男
新
町
新
田

長
女
沖
立

長
女
元
町

長
男
伊
勢
平
治

。
o

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小渡丸蔵高押片小小数木
林貫山品橋木桐海幡藤村

直ムミシナミ長八鉄ヨイ
三メサモカイ司郎夫シク

根霜田田小神仁沖上
　　　　白社
深条戸戸倉町田立野

新
町
新
田

中
島
町

九八八七七六六五五四四
四九三七六九七四一七三

’D角

サ＼・％
。

イgr劣

壇レ

　
　
太
田
自
南
風
選

小
自
倉
片
桐
玉
章

冬
の
雨
客
ま
ぱ
ら
な
る
植
木
市

急
行
車
見
え
つ
か
く
れ
つ
雪
深
し

夜
の
明
け
ぬ
う
ち
に
初
荷
の
人
通
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

年
始
客
次
々
か
わ
り
炭
は
ね
る

初
釣
り
の
一
人
来
て
居
り
蒼
ぷ
く
れ
て

空
高
く
煙
り
て
ど
ん
ど
燃
え
さ
か
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

茶
柱
の
立
ち
た
る
朝
や
梅
か
お
る

一
社
五
戸
平
和
な
村
や
梅
日
和

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

初
春
の
午
両
小
枝
に
夕
日
浴
ぴ

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

風
花
や
熟
柿
光
り
て
高
き
空




